
口腔ケア新聞の発行にあたって
　　　　　　ここ数年、 外来患者さんやそのご家族から訪問診療のお
問い合わせやご依頼を受けるケースがとても増えてきまし
た。 小さなご病気されてしまったことがキッカケで、 寝たき
りになってしまわれたりして。 「いつもお元気でいいですね
」 って話をしていたのに ・ ・ ・ 。 そんなことが続いたので、
これは本格的に訪問診療に取り組まなければいけないかな
って、 強く思うようになりました。
　　　　　　そこで取り組みの一環として、 要介護者の歯と口に
関する情報を地域の介護に携わっている方にお届けし
ようと考え、 口腔ケア新聞を毎月１回発行しています。
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津谷　良

　　　　　皆さん、 こんにちは！　　　　　いかがお過ごしですか？     

津谷歯科医院、 院長の津谷　良です。

  　　平成26年4月に診療報酬の改定があります。　　　限られた国の予算内で、

増加する要介護者に対応できる体制にするため、在宅介護を一層推進

するという国の方針が強く反映した内容となっています。　　　　平成27年

の介護報酬改定では特養への入居条件が限定されるようですし、いか

にして急増する在宅介護を成功させるかが重要な課題となっていま

す。　　今回の診療報酬改定の中で、　”　在宅診療の考え方　”　が記載されてい

ます。　　それによると、　介護サービスと医科と歯科が密に情報を共有し

て、　　在宅要介護者を支えることが重要であり、　そのケアネットワーク

を今まで以上に機能させる必要があるとしています。　　　　そこで今月は

「　介護における歯科の役割　」　　についてお届けしたいと思います。

介護における歯科の役割

生活機能の維持・改善が目的

◆ 要介護者の口腔は自然に改善することはなく、専門的なケアを必要です ◆

要介護者に対して歯科としてできることは、　　１.　食べ

られるようにすること、　　２．　誤嚥性肺炎等の感染症を

予防すること、　　３．　その他　QOLの維持　・　向上の3つがあ

げられます。　　患者さんの状態に合わせて、　この3点を

計画的に実施することになります。

１．　　食べられるようにする　　（治療）

後期高齢の要介護者では、30～40％が低栄養です。こ

れは歯が抜けたままだったり、入れ歯が合わない、摂

食嚥下に問題があるために十分な食事がとれない

ことが主な原因です。特に入れ歯は半年毎に調整が

必要です。食べられるようになれば、栄養状態は改善

しますし、家族と同じような食事がとれるようにな

れば、在宅継続の可能性が高まります。食べる楽しみ

や、　噛むことによって脳が刺激されて物忘れの進行

を予防する効果なども期待できます。

２．　　　誤嚥性肺炎等の感染症を予防　　（口腔ケア）

自身で歯磨きできない場合が多く、要介護者の口腔

環境は、誰かがケアをしなければなりません。歯科で

は、ご本人やご家族に対して居宅で療養する上での

口腔の管理とともに療養上の指導を行います。　　例え

ば家族にとって食事の介助は大変で、　むせが激しい

時には不安になりますが、摂食嚥下の訓練や指導は

歯科が対応できる領域の一つです。　　また高齢者では、

肺炎が死亡原因の第３位であることからも、　　口腔内

の細菌数を減らすことが大切であり、専門的口腔ケ

アの実施も歯科の重要な役割の一つです。

３．　　その他　　QOLの維持　・　向上

発音、　口臭、　口腔乾燥、　　顔の容貌、平衡機能維持　　（転倒

防止）　　はいずれも口腔が大きく関与していて、歯科

が関わることで改善が期待できるものです。　　歯がな

ければ　はっきりと話せませんし、口臭が強ければ家

族でも距離をおいてしまいます。　これらは、　他人との

コミュニケーションが減少する原因であり、　廃用症候

群等が進むことにもなります。

「食べること」と「コミュニケーション」は、QOLの維持　・

向上に深く関わっていて、いずれも口腔機能によって

支えられています。介護における歯科の役割は、要介

護者の健康寿命の延伸に寄与することと言えます。


